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平成 18 年２月 13 日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 デ ジ タ ル ガ レ ー ジ 

代 表 者 名 代表取締役ＣＥＯ   林  郁 

（ Ｊ Ａ Ｓ Ｄ Ａ Ｑ ・ コ ー ド ４ ８ １ ９ ） 
（ U R L  h t t p : / / w w w . g a r a g e . c o . j p / ） 

問い合せ先 取 締 役  経 営 管 理 本 部 長 

 櫻 井  光 太 
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ － ５ ４ ６ ５ － ７ ７ ４ ７ 

 

 

平成 18 年６月期中間(連結・個別)業績予想の差異 

および通期(連結・個別)業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 17 年８月 29 日に「平成 17 年６月期決算短信(連結)」および「平成 17 年６月期個

別財務諸表の概要」において公表いたしました平成 18 年６月期(平成 17 年７月１日～平成 18 年６

月30日)中間期の業績予想(連結・個別)を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 18 年６月期中間期(平成 17 年７月１日～平成 17 年 12 月 31 日)の業績予想数値の修正 

 (連結)                                 (単位：百万円) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,220 △490 △660 

今回修正予想（Ｂ） 4,296 △249 △433 

増減額（Ｂ－Ａ） 76 240 226 

増減率（％） 1.81％ ― ― 

前期実績（平成 17 年６月中間期） 2,948 △242 △305 

 

(個別)                                 (単位：百万円) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 400 △300 △180 

今回修正予想（Ｂ） 500 △115 △53 

増減額（Ｂ－Ａ） 100 184 126 

増減率（％） 25.2％ ― ― 

前期実績（平成 17 年６月中間期） 1,122 △243 △70 

 

修正の理由 

(連結) 

売上高は、ほぼ当初計画どおりとなりましたが、連結子会社である株式会社イーコンテクス

トにおいて決済サービスが当初計画以上に伸長したこと、および当社においてインキュベーシ

ョン事業における成果を営業外収益に計上したことにより、連結経常利益は当初予想の 490 百
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万円の経常損失から 240 百万円改善し 249 百万円の経常損失に、それにともない当期純利益の

当初予想も 660 百万円の当期純損失から 226 百万円改善し、433 百万円の当期純損失となる見通

しとなりました。 

 

(個別) 

売上高は、下期に予定しておりました業務が一部前倒しで上期に計上いたしましたので、当初予想

の 400 百万円から 500 百万円となる見通しです。 

経常利益は、連結の修正理由に記載しましたようにインキュベーション事業における成果、

および子会社からの業務委託収入を営業外収益に計上したことにより、当初予想の 300 百万円

の経常損失から 184 百万円改善し 115 百万円の経常損失に、それにともない当期純利益の当初

予想も 180 百万円の当期純損失から 126 百万円改善し、53 百万円の当期純損失となる見通しと

なりました。 

 

２．平成 18 年６月期通期(平成 17 年７月１日～平成 18 年６月 30 日)の業績予想数値の修正 

(個別)                                 (単位：百万円) 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 400 △270 △150 

今回修正予想（Ｂ） 500 △270 △150 

増減額（Ｂ－Ａ） 100 ― ― 

増減率（％） 25.2％ ― ― 

前期実績（平成 17 年６月期） 1,916 △390 67 

 

 なお、連結通期業績予想は、平成 17 年８月 29 日に「平成 17 年６月期決算短信(連結)」にお

いて公表いたしました数値からの修正はございません。 

 

以上 


